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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第２四半期
連結累計期間

第34期
第２四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自　令和３年10月１日
至　令和４年３月31日

自　令和４年10月１日
至　令和５年３月31日

自　令和３年10月１日
至　令和４年９月30日

売上高 （百万円） 8,798 10,035 19,214

経常利益 （百万円） 2 286 377

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） △155 207 185

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △94 310 281

純資産額 （百万円） 2,493 2,967 2,867

総資産額 （百万円） 12,431 15,002 13,615

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額（△）

（円） △11.95 15.92 14.30

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額

（円） － － 14.25

自己資本比率 （％） 6.9 7.6 8.8

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） 281 2,396 △365

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） △171 △28 △140

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

（百万円） △1,094 462 △92

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（百万円） 2,444 5,660 2,831

 

回次
第33期

第２四半期
連結会計期間

第34期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　令和４年１月１日
至　令和４年３月31日

自　令和５年１月１日
至　令和５年３月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △12.45 4.86

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．第34期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在
していないため、記載しておりません。また、第33期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため
記載しておりません。

 

２【事業の内容】
　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容
について、重要な変更はありません。
　また、主要な関係会社における異動は以下のとおりであります。
（ネクシィーズ・ゼロ事業）
　第１四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社ネクシィーズ・テクノを連結の範囲に含めておりま
す。
（電子メディア事業）
　第１四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社ブランジスタエールを連結の範囲に含めております。
 
　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１
四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩和され経済活動の

正常化が進んでおります。個人消費の緩やかな回復に加え、水際対策の緩和によるインバウンド需要が増加するなど

一部で持ち直しの動きが見られました。一方で、原材料・エネルギー価格の高騰や地政学リスクの高まり、世界的な

金融引き締めに伴う為替変動等の影響から、依然として先行不透明な状況が続いております。GDPの伸び率は、令和

４年10月～12月に前年同月比0.0％となりました。消費者物価指数（生鮮食品は除く）は、前年同月比3.1％～4.2％

の間で推移しました。

　このような状況の下、当社グループでは、「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電子メディア事業」の２事業の拡大に注

力しております。当第２四半期連結累計期間においては、当社の主要顧客である飲食業や宿泊業を始めとした店舗施

設で設備投資や広告需要が増加傾向にありました。

　これらの結果、売上高10,035百万円（前年同四半期比14.1％増）、営業利益295百万円（前年同四半期は営業利益8

百万円）、経常利益286百万円（前年同四半期は経常利益2百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は

207百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失155百万円）となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における報告セグメントの概況は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、比較・分析

は変更後のセグメント区分に基づき記載しております。

 

[ネクシィーズ・ゼロ事業]

　ネクシィーズ・ゼロ事業では、設置工事費用を含めた初期投資オールゼロで、顧客に最新の省エネルギー設備等を

導入できる「ネクシィーズ・ゼロシリーズ（以下、「ネクシィーズ・ゼロ」）」の提供、利用者獲得業務及び省エネ

ルギー設備等の販売を行っております。

　当第２四半期連結累計期間においては、電力料金高騰が続いている中で、省エネルギー設備への需要の高まりによ

り主力のLED照明や空調、厨房機器の受注が増加しております。金融機関や各種団体からの紹介による受注も増加し

ており、連携を強化し新規顧客の獲得を図っております。

　これらの結果、ネクシィーズ・ゼロ事業は、売上高7,748百万円（前年同四半期比29.6％増）、セグメント利益479

百万円（前年同四半期比8.0％増）となりました。

 
[電子メディア事業]

　電子メディア事業では、企業プロモーション支援を目的として、インターネットを主とした各種サービスを提供し

ております。

　当第２四半期連結累計期間においては、観光や外食需要の回復を背景に、電子雑誌業務における広告掲載売上が増

加しております。また、令和４年10月より開始したタレントを起用した企業プロモーション支援プロジェクト「アク

セルジャパン」においては、中小企業庁が実施する広報事業に採用されたほか全国の中小企業を中心に契約企業数が

順調に増加しております。

　これらの結果、電子メディア事業は、売上高2,281百万円（前年同四半期比43.0％増）、セグメント利益278百万円

（前年同四半期比143.3％増）となりました。

 

［その他事業］

　その他事業では、電力小売「ネクシィーズ電力」の提供を行っております。

　当第２四半期連結累計期間においては、前連結会計年度より開始した他社への顧客移管を終えました。

　当該施策により、損益が大幅に改善しております。

　これらの結果、その他事業は、売上高22百万円（前年同四半期比98.3％減）、セグメント損失19百万円（前年同四

半期はセグメント損失160百万円）となりました。
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②財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は15,002百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,386百万円の増加と

なりました。

 

（流動資産）

　流動資産は10,905百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,331百万円の増加となりました。これは主に、リー

ス債権が1,216百万円、未収入金が166百万円減少した一方で、現金及び預金が2,829百万円、受取手形及び売掛金が

290百万円増加したことによるものであります。

 

（固定資産）

　固定資産は4,096百万円となり、前連結会計年度末に比べて55百万円の増加となりました。これは主に、繰延税金

資産が82百万円増加したことによるものであります。

 

（流動負債）

　流動負債は9,417百万円となり、前連結会計年度末に比べて642百万円の増加となりました。これは主に、買掛金が

116百万円減少した一方で、未払消費税が285百万円、賞与引当金が193百万円、解約調整引当金が156百万円増加した

ことによるものであります。

 

（固定負債）

　固定負債は2,618百万円となり、前連結会計年度末に比べて643百万円の増加となりました。これは主に、長期借入

金（１年内返済予定を除く）が688百万円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は2,967百万円となり、前連結会計年度末に比べて100百万円の増加とな

りました。これは主に、利益剰余金が53百万円減少した一方で、非支配株主持分が155百万円増加したことによるも

のであります。

 

③キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の四半期末残高は5,660百万円とな

り、前連結会計年度末に比べて2,829百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は2,396百万円（前年同四半期は281百万円の収入）となりました。これは主に、売上

債権の増加額290百万円、仕入債務の減少額116百万円があった一方で、税金等調整前四半期純利益295百万円、リー

ス債権の減少額1,216百万円、未払消費税等の増加額469百万円、貸倒引当金の増加額が408百万円あったことによる

ものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は28百万円（前年同四半期は171百万円の支出）となりました。これは主に、敷金及

び保証金の回収による収入75百万円があった一方で、有形固定資産の取得による支出36百万円、投資有価証券の取得

による支出25百万円、無形固定資産の取得による支出23百万円があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は462百万円（前年同四半期は1,094百万円の支出）となりました。これは主に、長期

借入金の返済による支出1,038百万円、配当金の支払額260百万円があった一方で、長期借入れによる収入1,730百万

円があったことによるものであります。
 

（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 53,654,560

計 53,654,560

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（令和５年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（令和５年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,471,240 13,471,240
東京証券取引所

プライム市場

権利内容に何ら限定のな

い当社において標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 13,471,240 13,471,240 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

令和５年２月７日（注） － 13,471,240 △1,110 100 △1,055 100

（注）令和４年12月14日開催の第33期定時株主総会の決議により、会社法第447条第１項及び会社法第448条第１項の規定

に基づき、令和５年２月７日を効力発生日として、資本金1,110百万円及び資本準備金1,055百万円を減少し、その

他資本剰余金に振り替えております。（資本金減資割合91.7％、資本準備金減資割合91.3％）
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（５）【大株主の状況】

  令和５年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

近藤　太香巳 東京都渋谷区 3,282,580 25.23

株式会社近藤太香巳事務所
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシィーズスクエアビル
1,275,500 9.80

ネクシィーズ従業員持株会
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシィーズスクエアビル
1,056,700 8.12

伊藤　智之 大阪府大阪市北区 705,000 5.42

一般社団法人HDP
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシィーズスクエアビル
700,000 5.38

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 523,100 4.02

大前　成平 東京都目黒区 226,430 1.74

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 220,264 1.69

MLI FOR CLIENT GENERAL NON

TREATY-PB（常任代理人　BOFA

証券株式会社）

MERRILL LYNCH FINANCIAL CENTRE 2 KING

EDWARD STREET LONDON UNITED KINGDOM（東

京都中央区日本橋１丁目４－１日本橋一丁目

三井ビルディング）

183,300 1.41

山本　司 東京都新宿区 179,730 1.38

計 － 8,352,604 64.20

（注）１．上記のほか、当社所有の自己株式461,171株（3.42％）があります。

２．上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    令和５年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 461,100 －

権利内容に何ら限定のない当社に

おいて標準となる株式であり、単

元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,843,100 128,431 同上

単元未満株式 普通株式 167,040 － 同上

発行済株式総数  13,471,240 － －

総株主の議決権  － 128,431 －

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が71株及び証券保管振替機構名義の株式が50株含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

    令和５年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社ネクシィーズグループ
東京都渋谷区桜丘町

20－４
461,100 － 461,100 3.42

計 － 461,100 － 461,100 3.42

（注）上記のほか、当社は単元未満の自己株式を71株保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（令和５年１月１日から令

和５年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（令和４年10月１日から令和５年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任パートナーズ綜合監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(令和４年９月30日)
当第２四半期連結会計期間

(令和５年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,831 5,660

受取手形及び売掛金 2,055 2,345

リース債権 3,508 2,291

商品 659 693

未収入金 679 512

その他 852 611

貸倒引当金 △1,011 △1,209

流動資産合計 9,574 10,905

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,004 988

工具、器具及び備品（純額） 94 112

その他（純額） 7 4

有形固定資産合計 1,106 1,106

無形固定資産   

ソフトウエア 68 72

その他 0 11

無形固定資産合計 68 84

投資その他の資産   

投資有価証券 937 954

敷金及び保証金 703 631

繰延税金資産 688 770

その他 1,293 1,516

貸倒引当金 △755 △967

投資その他の資産合計 2,866 2,905

固定資産合計 4,041 4,096

資産合計 13,615 15,002
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(令和４年９月30日)
当第２四半期連結会計期間

(令和５年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,839 1,722

短期借入金 2,200 2,200

１年内返済予定の長期借入金 2,040 2,043

未払金 609 633

未払法人税等 51 88

解約調整引当金 1,048 1,204

賞与引当金 － 193

その他 984 1,330

流動負債合計 8,774 9,417

固定負債   

長期借入金 1,673 2,361

その他 300 256

固定負債合計 1,974 2,618

負債合計 10,748 12,035

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,210 100

資本剰余金 20 1,130

利益剰余金 667 614

自己株式 △898 △898

株主資本合計 999 946

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 193 191

為替換算調整勘定 2 1

その他の包括利益累計額合計 195 193

非支配株主持分 1,672 1,827

純資産合計 2,867 2,967

負債純資産合計 13,615 15,002
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　令和３年10月１日
　至　令和４年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　令和４年10月１日
　至　令和５年３月31日)

売上高 8,798 10,035

売上原価 4,750 4,592

売上総利益 4,047 5,443

販売費及び一般管理費 ※１ 4,039 ※１ 5,148

営業利益 8 295

営業外収益   

受取給付金 － 2

受取事務手数料 10 －

営業支援金収入 － 1

その他 10 10

営業外収益合計 21 14

営業外費用   

支払利息 13 14

貸倒引当金繰入額 － 5

支払手数料 7 0

その他 5 3

営業外費用合計 26 23

経常利益 2 286

特別利益   

投資有価証券売却益 － 9

新株予約権戻入益 4 －

特別利益合計 4 9

特別損失   

投資有価証券評価損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 6 295

法人税、住民税及び事業税 16 189

法人税等還付税額 － ※２ △119

法人税等調整額 86 △85

法人税等合計 102 △16

四半期純利益又は四半期純損失（△） △96 312

非支配株主に帰属する四半期純利益 58 105

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△155 207
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　令和３年10月１日
　至　令和４年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　令和４年10月１日
　至　令和５年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △96 312

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1 △1

為替換算調整勘定 1 △0

その他の包括利益合計 2 △2

四半期包括利益 △94 310

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △153 205

非支配株主に係る四半期包括利益 59 105
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　令和３年10月１日
　至　令和４年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　令和４年10月１日
　至　令和５年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6 295

減価償却費及びその他の償却費 60 56

解約調整引当金の増減額（△は減少） 74 156

賞与引当金の増減額（△は減少） △272 193

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 408

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 13 14

投資有価証券売却損益（△は益） － △9

投資有価証券評価損益（△は益） 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △225 △290

リース債権の増減額（△は増加） 576 1,216

棚卸資産の増減額（△は増加） △144 △33

立替金の増減額（△は増加） △8 △32

仕入債務の増減額（△は減少） 250 △116

未払消費税等の増減額（△は減少） △261 469

預り金の増減額（△は減少） 307 △69

その他 112 125

小計 470 2,383

利息及び配当金の受取額 0 1

利息の支払額 △13 △14

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △175 7

過年度法人税等の還付額 － 19

営業活動によるキャッシュ・フロー 281 2,396

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △3 △25

投資有価証券の売却による収入 － 12

有形固定資産の取得による支出 △14 △36

無形固定資産の取得による支出 △8 △23

敷金及び保証金の差入による支出 △114 △8

敷金及び保証金の回収による収入 5 75

その他 △35 △22

投資活動によるキャッシュ・フロー △171 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 100 1,730

長期借入金の返済による支出 △936 △1,038

配当金の支払額 △260 △260

その他 2 31

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,094 462

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △982 2,829

現金及び現金同等物の期首残高 3,427 2,831

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,444 ※ 5,660
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社ネクシィーズ・テクノ及び株式会社ブランジスタエール

を連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

おります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　令和３年８月12日。以下

「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対

応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

債権流動化に伴う買戻義務

 
前連結会計年度

（令和４年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（令和５年３月31日）

債権流動化に伴う買戻義務 28,567百万円 31,085百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　令和３年10月１日

　　至　令和４年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　令和４年10月１日

　　至　令和５年３月31日）

給料及び手当 1,413百万円 1,800百万円

賃借料 315　〃 351　〃

減価償却費 40　〃 40　〃

貸倒引当金繰入額 456　〃 667　〃

解約調整引当金繰入額 74　〃 168　〃

賞与引当金繰入額 －　〃 193　〃

 

※２　法人税等還付税額は、次のとおりであります。

　国内子会社の過年度（平成29年９月期から令和３年９月期）法人税等の更正の請求等による還付税額を計上し

ております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　令和３年10月１日
至　令和４年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　令和４年10月１日
至　令和５年３月31日）

現金及び預金 2,444百万円 5,660百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 0　〃 －　〃

現金及び現金同等物 2,444百万円 5,660百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　令和３年10月１日　至　令和４年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年12月15日

定時株主総会
普通株式 259 20 令和３年９月30日 令和３年12月16日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　第１四半期連結会計期間の期首より、収益認識会計基準等を適用しております。この結果、利益剰余金の当

期首残高は561百万円、非支配株主持分の当期首残高は588百万円減少しております。

 

 

当第２四半期連結累計期間（自　令和４年10月１日　至　令和５年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和４年12月14日

定時株主総会
普通株式 260 20 令和４年９月30日 令和４年12月15日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、令和４年12月14日開催の第33期定時株主総会の決議に基づき、令和５年２月７日付けで資本金及び

資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えております。この結果、資本金は1,110百万円減少

し、資本剰余金は1,110百万円増加しております。なお、株主資本合計金額の著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　令和３年10月１日　至　令和４年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ネクシィー
ズ・ゼロ
事業

電子
メディア
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 5,915 1,595 7,510 1,287 8,798 － 8,798

セグメント間の内部売

上高又は振替高
63 － 63 － 63 △63 －

計 5,978 1,595 7,573 1,287 8,861 △63 8,798

セグメント利益又は損

失（△）
444 114 558 △160 398 △390 8

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△390百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及

び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　記載すべき重要な事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　令和４年10月１日　至　令和５年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ネクシィー
ズ・ゼロ
事業

電子
メディア
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 7,737 2,275 10,013 22 10,035 － 10,035

セグメント間の内部売

上高又は振替高
10 5 15 － 15 △15 －

計 7,748 2,281 10,029 22 10,051 △15 10,035

セグメント利益又は損

失（△）
479 278 758 △19 738 △443 295

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△443百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及

び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、収益構造の変化に対応するため、当社グループの事業セグメントの区分

方法を見直し、報告セグメントを従来の「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電力小売事業」「電子メディア事

業」から、「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電子メディア事業」「その他」に変更しております。

　このため、前第２四半期連結累計期間のセグメント損益につきましても、変更後の区分方法により作成

しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　記載すべき重要な事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　前第２四半期連結累計期間（自　令和３年10月１日　至　令和４年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
 

ネクシィーズ・

ゼロ

事業

電子メディア
事業

計

売上高      

商品販売 506 － 506 － 506

電子雑誌 － 1,061 1,061 － 1,061

ソリューション － 512 512 － 512

アクセルジャパン － － － － －

その他 112 21 134 1,287 1,422

顧客との契約から生じる収益 619 1,595 2,215 1,287 3,502

その他の収益（注２） 5,295 － 5,295 － 5,295

外部顧客への売上高 5,915 1,595 7,510 1,287 8,798

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントを含んでおります。

２．その他の収益は、収益認識会計基準等の適用されないネクシィーズ・ゼロの提供により生じた収益でありま

す。

 

　　当第２四半期連結累計期間（自　令和４年10月１日　至　令和５年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
 

ネクシィーズ・

ゼロ

事業

電子メディア
事業

計

売上高      

商品販売 959 － 959 － 959

電子雑誌 － 1,316 1,316 － 1,316

ソリューション － 501 501 － 501

アクセルジャパン － 443 443 － 443

その他 10 14 24 22 46

顧客との契約から生じる収益 970 2,275 3,246 22 3,268

その他の収益（注２） 6,767 － 6,767 － 6,767

外部顧客への売上高 7,737 2,275 10,013 22 10,035

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントを含んでおります。

２．その他の収益は、収益認識会計基準等の適用されないネクシィーズ・ゼロの提供により生じた収益でありま

す。

３．（セグメント情報等）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「ネクシィー

ズ・ゼロ事業」「電力小売事業」「電子メディア事業」から、「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電子メディア事

業」「その他」に変更しております。このため、前第１四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を

分解した情報についても、変更後の区分方法により作成しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　令和３年10月１日
至　令和４年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　令和４年10月１日
至　令和５年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△11円95銭 15円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

△155 207

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属

する四半期純損失金額（△）（百万円）

△155 207

普通株式の期中平均株式数（株） 13,003,919 13,010,076

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していな

いため記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（投資有価証券の売却）

　　当社は、令和５年３月30日開催の取締役会において、当社が保有する投資有価証券の一部を売却することを

決議し、令和５年４月14日に売却いたしました。これにより、令和５年９月期第３四半期連結会計期間に投資

有価証券売却益（特別利益）を計上する予定であります。

 

１．投資有価証券売却の理由

　　経営資源の効率化及び最適配分を図るため。

２．投資有価証券売却の内容

（1）売却株式　当社保有の非上場株式１銘柄の一部

（2）売却益　　248百万円

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和５年５月15日

株式会社ネクシィーズグループ

取締役会　御中

 

有限責任パートナーズ綜合監査法人

東京都中央区

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　篤史

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤原　夏代

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ネク

シィーズグループの令和４年10月１日から令和５年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（令和５年１

月１日から令和５年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（令和４年10月１日から令和５年３月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ネクシィーズグループ及び連結子会社の令和５年３月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　会社の令和４年９月30日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して、令和４年５月16日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して令和４年12月14日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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